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い
ろ
は
ガ
ル
タ
の
一
枚
目
は
、
ご
存
じ
「
犬
も
歩

け
ば
棒
（
ぼ
う
）
に
あ
た
る
」
。

　
こ
れ
は
「
物
事
を
な
そ
う
と
す
る
者
は
、
災
難
に

遭
う
こ
と
も
多
い
」
と
い
う
意
味
と
も
、
　
「
や
っ
て

る
う
ち
に
は
、
思
い
が
け
な
い
幸
運
に
会
う
こ
と
も

あ
る
」
と
い
う
意
味
だ
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
戌
（
イ
ヌ
）
年
。
ど
ち
ら
の
解
釈
を
と

る
に
し
て
も
、
慎
重
な
心
配
り
の
も
と
に
積
極
的
な

努
力
を
惜
し
ま
ず
、
開
運
問
違
い
な
し
ー
と
い
き
た

い
も
の
で
す
。
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五
十
七
年
の
新
春
を
迎
え
、
市

民
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

謹
ん
で
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

と
同
時
に
、
二
年
連
続
の
異
常
気

象
と
十
五
号
台
風
に
よ
り
大
き
な

被
害
を
う
け
ら
れ
た
農
家
の
皆
さ

ま
に
心
か
ら
お
見
舞
申
し
上
げ
、

な
に
と
ぞ
一
日
も
早
く
再
起
さ
れ

ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
は
白
石
市
に
と
り

、
鱗
“

零
、
撫

ま
し
て
は
、
ま
こ
と
に
多
事
多
端

な
年
で
あ
り
、
ま
た
明
る
い
材
料

が
そ
ろ
っ
た
活
気
あ
る
よ
ろ
こ
ば

し
い
年
で
あ
り
ま
す
。
六
月
に
は

待
望
久
し
か
っ
た
東
北
新
幹
線
が

開
通
い
た
し
ま
す
し
、
七
月
は
進

出
企
業
の
東
北
日
通
工
が
操
業
を

開
始
す
る
予
定
で
あ
り
、
八
月
二

日
か
ら
五
日
間
「
第
八
回
日
本
ジ

ャ
ン
ボ
リ
ー
」
が
南
蔵
王
山
麓
で

「
友
情
と
躍
進
」
を
テ
ー
マ
に
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
と
り
わ
け
こ

の
国
際
的
行
事
に
は
市
民
の
皆
さ

ま
に
こ
ヂ
、
っ
て
協
力
、
応
援
し
て

い
た
だ
き
成
功
さ
せ
る
こ
と
を
心

か
ら
念
願
い
た
し
ま
す
。

　
市
の
直
接
の
事
業
と
し
ま
し
て

は
中
央
公
民
館
が
開
館
さ
れ
ま
す

し
、
四
月
に
は
緑
ヶ
丘
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
が
完
成
を
み

る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
と
も
に
市

民
生
活
文
化
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し

で
、
ま
た
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の

話
し
合
い
の
場
と
し
て
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
便
宜
に
供
し
、
お
役

に
立
つ
こ
と
を
念
じ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
反
面
に
は
ま
た
き
び

し
い
こ
と
も
数
多
く
ご
ざ
い
ま
す
。

と
く
に
国
に
お
い
て
は
行
財
政
の

改
革
を
強
く
推
し
進
め
ま
す
の
で
、

必
然
の
こ
と
な
が
ら
市
の
行
財
政

の
運
営
に
及
ぼ
す
影
響
も
ま
た
大

き
く
、
か
つ
厳
し
い
も
の
が
あ
る

と
感
じ
と
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
承

知
の
通
り
市
の
財
政
は
国
や
県
に

依
存
す
る
度
合
が
高
い
の
で
、
今

後
は
市
内
に
立
地
す
る
企
業
の
業

績
を
伸
し
て
い
た
だ
き
法
人
市
民

税
の
増
収
を
期
待
し
、
積
極
的
に

自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
私
は
ま

ず
第
一
に
就
業
の
場
を
ひ
ろ
げ
、

雇
用
の
機
会
を
拡
大
す
る
こ
と
を

念
頭
に
お
き
、
地
域
産
業
全
般
の

見
直
し
と
振
興
を
図
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

生
活
文
化
の
統
合
、
社
会
資
本
の

整
備
充
備
な
ど
各
種
の
面
で
力
強

く
前
進
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
∩
．

　
第
二
に
六
月
開
通
に
伴
う
新
幹

線
駅
前
の
土
地
区
画
整
理
事
業
の

推
進
と
交
通
手
段
の
整
備
、
懸
案

こ
れ
と
共
に
職
住
近
接
、
清
潔

の
大
学
な
ら
び
に
国
立
青
少
年
野

外
活
動
施
設
の
誘
致
促
進
、
第
八

回
日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
の
支
援
体

制
の
強
化
、
河
川
敷
地
の
活
用
、

水
が
れ
問
題
の
解
決
（
濯
概
用
水
）

な
ど
多
岐
に
わ
た
る
未
解
決
の
問

題
が
あ
り
ま
す
が
、
今
後
十
二
分

に
検
討
し
完
結
に
導
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
第
三
に
市
内
公
共
施
設
で
あ
り

ま
す
が
、
社
会
体
育
施
設
の
改
善
、

「
史
跡
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
整
備
、

郷
土
資
料
館
や
通
年
観
光
事
業
の

推
進
、
商
店
街
の
近
代
化
な
ど
の

問
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
私
は
市
民
の
皆
さ
ま

の
声
な
き
声
を
よ
く
お
聞
き
し
、

市
役
所
の
窓
口
は
常
に
「
親
切
・

　
　
・
能
率
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し

て
、
市
民
各
位
に
奉
仕
す
る
よ
う

最
善
の
努
力
を
い
た
す
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　
年
の
始
め
に
当
た
り
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
と
っ
て
よ
い
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
お
祈
り
し
、
新
春
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新春一書

厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
で

　
　
す
み
よ
い
街
づ
ぐ
・
り
を
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輝
か
し
い
新
春
替
迎
え
る
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
た
り
、
市
議
会
を
代
表
し
て
謹
ん

　
　
　
　
　
　
　
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上

　
　
　
　
　
　
　
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
ご
承
知
の
よ
う
に
昨
年
は
、
最

　
　
　
　
　
　
　
近
の
厳
し
い
経
済
情
勢
下
に
お
け

　
　
　
　
　
　
　
る
景
気
の
停
滞
が
反
映
し
、
地
方

　
　
　
　
　
　
財
政
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
及

　
　
　
　
　
　
ぼ
し
、
加
え
て
八
月
の
台
風
十
五

　
　
　
　
　
　
号
に
よ
り
、
農
作
物
に
大
き
な
被

　
　
　
　
　
　
害
を
こ
う
む
る
な
ど
内
外
と
も
に

　
　
　
　
　
　
多
事
多
難
な
年
で
あ
っ
た
と
思
い

　
　
　
　
　
　
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
方
行
政
を

取
巻
く
厳
し
い
環
境
の
中
で
、
我

が
白
石
市
は
、
市
民
の
み
な
さ
ま

が
た
の
深
い
ご
理
解
と
力
強
い
ご

支
援
に
よ
り
、
名
実
と
も
に
仙
南

の
中
核
都
市
と
し
て
の
歩
み
を
続

け
な
が
ら
、
豊
か
で
住
み
よ
い
理

想
的
な
都
市
づ
く
り
を
め
ざ
し
着

実
に
伸
展
を
み
て
い
る
こ
と
は
、

ま
こ
と
に
ご
同
慶
に
た
え
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
諸
情
勢
で
迎
え
た
昭

和
五
十
七
年
は
、
臼
石
市
に
と
っ

て
極
め
て
重
要
な
年
に
な
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
開
通
が
間
近
に
迫

っ
て
お
り
ま
す
東
北
新
幹
線
の
駅

周
辺
な
ら
び
に
在
来
駅
な
ど
と
結

ぶ
交
通
網
の
整
備
を
は
じ
め
、
多

年
の
念
願
で
あ
り
ま
す
大
学
、
青

少
年
野
外
活
動
施
設
、
老
し
て
工

場
の
誘
致
、
更
に
は
今
年
八
月
南

蔵
王
高
原
で
開
か
れ
る
第
八
回
日

本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
を
成
功
さ
せ
る

た
め
の
各
種
関
連
事
業
、
そ
の
ほ

か
市
内
公
共
施
設
の
整
備
充
実
、

そ
れ
に
社
会
情
勢
の
急
激
な
変
化

に
伴
い
ま
す
市
民
の
み
な
さ
ま
が

た
か
ら
の
行
政
に
対
す
る
ご
要
望

な
ど
、
数
多
く
の
重
要
な
問
題
が

山
積
し
て
お
り
ま
す
。
　
こ
れ
ら

の
諸
問
題
を
解
決
し
て
ま
い
り
ま

す
た
め
に
は
、
か
な
り
の
財
政
需

用
と
多
く
の
困
難
を
伴
う
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
ど
れ
一
つ
と
り

ま
し
て
も
白
石
市
が
今
後
更
に
大

き
く
飛
躍
す
る
要
素
を
持
つ
も
の

ば
か
り
で
あ
り
、
市
議
会
と
い
た

し
ま
し
て
も
市
当
局
と
も
ど
も
積

極
的
に
こ
れ
に
取
り
組
み
、
関
係

機
関
に
強
く
働
き
か
け
る
な
ど
し

て
、
財
政
の
許
す
限
り
最
大
限
の

効
果
を
あ
げ
る
よ
う
努
力
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
年
で
あ
る
と
存
じ

ま
す
。

　
私
達
市
議
会
は
こ
の
よ
う
な
認

識
に
立
っ
て
、
市
民
の
代
表
と
し

て
議
決
機
関
の
機
能
を
十
分
発
揮

し
つ
つ
市
民
の
み
な
さ
ま
の
負
託

に
応
え
る
よ
う
努
め
て
ま
い
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
か
本
年
も

よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
鞭
健
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
昭
和
五
十
七

年
が
市
民
の
み
な
さ
ま
に
と
り
ま

し
て
幸
せ
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
私
の
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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脅完成匙た新中央公民館
　地域振興の拠点として、住みよいまちづくりのため

市民みんなの共通の広場として親しまれることが期待

される新中央公民館。白石駅東側裏にこのほど完成。

㌔
弾
震
蹄

寡
’

繋轟　　　　　　　　　鰹

　　　蒙　　鱗

’
｝虚

　
　
　
社
会
教
育
・

　
各
種
催
し
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
生
涯
教

育
な
ど
市
民
の
文
化
活
動
の
場
と
し
て
、
五
十

五
年
十
二
月
か
ら
建
設
を
進
め
て
い
た
中
央
公

民
館
の
新
し
い
建
物
が
昨
年
十
二
月
に
完
成
し
、

い
よ
い
よ
今
月
か
ら
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
五
十
五
年
・
五
十
六
年
度
の
二

ヵ
年
継
続
事
業
で
、
総
工
費
約
七
億
五
千
三
百

万
円
を
費
や
し
ま
し
た
。

　
建
設
場
所
は
臼
石
駅
東
側
裏
の
寺
屋
敷
前
地

内
で
、
敷
地
面
積
は
八
千
四
百
六
十
一
・
五
六

平
方
メ
ー
ト
ル
。

　
建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ニ
階
建
一
部
三

階
建
で
、
建
築
延
面
積
二
千
八
百
八
十
一
・
一

九
平
方
メ
ー
ト
ル
。
こ
れ
に
陶
芸
室
が
一
棟
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
約
八
十
台
を
収
容
で
き
る
駐

声
胤

一
λ

毒㌧ハーラーシ、ヌテムを導入

　約八千万円の費用をかけ、太陽熱を利用して冷暖房

や給湯を行うソーラーシステムを導入。全館冷暖房を

取り入れ、快適に利用していただけます。

眺
プ

に
｛
允
囎
大

車
場
が
完
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
中
央
公
民
館
は
、
太
陽
熱
を
利
用
し

て
冷
暖
房
や
給
湯
を
行
う
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
、
全
館
冷
暖
房
を
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。　

内
部
構
造
と
し
て
、
一
階
は
応
接
室
や
事
務

室
、
八
百
人
が
収
容
で
き
る
大
ホ
ー
ル
。
そ
の
他

各
種
サ
ー
ク
ル
の
作
業
室
と
な
る
工
作
室
や
市

内
の
各
種
社
会
教
育
団
体
が
い
つ
で
も
、
自
由

に
使
え
る
団
体
室
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
二
階
に
は
、
各
種
講
座
で
利
用
す
る
講
座
室

が
二
室
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
視
聴
覚
室

に
は
最
新
鋭
の
設
備
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
今
後
、
市
文
化
の
殿
堂
と
し
て
大
き

な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

4

1％焼徴灘郷群燐
＿轍湘撒麟

1醐螺難

響
衆

ー
ヂ

難
き　　デ

翼餅

、
綴
．羅1灘

砧’卍Aπ

　　　　　　　’欝　　　　　　灘　　　　　　鑛　　　　　蕪P　　警

衆

懸

雛鱗雛雛1輪晦

　16ミリ、8ミリ、スライド、ビデオなどの鑑賞

会に利用されます。また、スチールボードなど遠

隔操作による各種機械も導入され、幅広い活躍が

期待されます。

夢

霧
幾
［
　
　
雛
・

中央公民館平面図婦

、」〆r’㎏甘　　　　ξ　　　　　　＾鳥㌘歪

道具室

機械室

ボ
イ
ラ
ー
室

ジテス

」レホ

女子
更衣室

男子
更衣室

団体室

団体室

階

倉
庫

工作室便
所

調理実習室

第
一
研
修
室

応
接
室

事務室ロビー
図
書
室

体
庫

団
倉

子
所

女
便

ロビー子
所

男
便

抜（舞台）吹

壬友（1階客席）吹

階

、
、
騨

〆

二

レ∫し」・ 枇・　コ　諦』冗、、

　800人が収容できる大ホー7レは，

大集会・講演・映画・音楽・演慮

公演などのほか、バレーボール・

バトミントンなどの軽スポーツカ

できる多目的ホールですQ

第2

研修室
便
所

視聴覚室

第1

講座室

、

野
㌦
臨

　
凄
“
、

」
㌣
　
集

第2

講座室

観客席

　団体やサークルで使用した

い場合は次の手続きが必要で
す。

①公民館施設使用許可申請書

にに、申請者の住所と氏名、

　印鑑が必要ですので、記
　入したうえ提出してくださ

いo

②社会教育関係団体などが利

　用する場合は、申請書と一

　緒に公民館使用料減免申請

　書を提出して、減免を受け

　てください。

※用紙は公民館にあります。

　その他、利用などについて

くわしくは、中央公民館　寺

屋敷前25番地の6　「費6－24

53）までどうぞ。

新中央公民館建設事業は年金積立金還元融資によるものです

利用の仕方
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交通事故と健康保険

置驚
亨
、

ワ
ト
翻
・

騰療熱雲

「第三者の行為による傷病届」をすぐに出しましょう

　
不
幸
に
し
て
交
通
事
故
に
遭
い
、

入
院
し
て
治
療
費
を
支
払
う
場
含
、

健
康
保
険
は
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
え

ば
よ
い
の
か
ご
存
じ
で
す
か
。

　
健
康
保
険
は
、
本
来
、
被
保
険
者

や
家
族
の
方
々
が
業
務
外
で
病
気
や

ヶ
ガ
を
し
た
場
合
に
保
険
給
付
が
行

わ
れ
る
も
の
で
、
交
通
事
故
で
負
傷

し
た
と
き
で
も
、
も
ち
ろ
ん
使
え
ま

す
．
．

　
し
か
し
、
交
通
事
故
の
場
合
、
負

傷
に
か
か
る
治
療
費
や
休
業
補
償
、

慰
謝
料
な
ど
は
、
加
害
者
が
補
償
す

る
の
が
原
則
で
す
。
で
す
か
ら
、
被

害
者
側
が
自
分
の
健
康
保
険
で
支
払

っ
た
治
療
費
は
、
本
来
、
加
害
者
が

支
払
う
ぺ
き
費
用
な
の
で
す
。
も
し
、

そ
の
ま
ま
被
害
者
の
健
康
保
険
で
治

療
費
が
支
払
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で

は
、
健
康
保
険
加
入
者
の
方
々
か
ら

集
め
ら
れ
た
貴
重
な
財
源
が
無
駄
に

使
わ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
の
出
費
は
、
健
康
保
険
の
損

失
で
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
健
康
保
険

の
損
失
を
補
う
た
め
、
社
会
保
険
事

務
所
が
加
害
者
に
対
し
て
、
保
険
給

付
を
行
っ
た
額
の
限
度
で
賠
償
を
求

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
家
族
に
関
す
る
保
険
給
付
の
場
合

社
葎
険
嚢
響

も
同
様
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
交
通
事
故
な
ど
第
三

者
の
行
為
に
よ
り
生
じ
た
負
傷
で
健

康
保
険
を
使
っ
た
場
合
は
「
第
三
者

の
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
を
社
会
保

険
事
務
所
に
届
け
出
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
な
ど
に
遭
わ
れ
た
場
合
、

こ
の
傷
病
届
に
加
害
者
の
氏
名
、
住

所
お
よ
び
事
故
の
状
況
な
ど
を
明
記

し
て
、
す
ぐ
届
け
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
詳
し
く
は
管
轄
の
社
会
保

険
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

尺

6

撫

ノ

■’D一

謡

一

∠

ゴ
曳
部

グ

嬬

勤
　
幽
嚢
V
磯
望
慧
中

鰍

も
賑
r

艦
滲

　
昭
和
五
十
一
年
十
↓
月
よ
り
一

期
四
年
間
白
石
市
長
と
し
て
地
方

　
　
　
鈴
木
　
孝
一
郎
氏

　
　
　
　
　
　
　
（
産
業
功
労
）

自
治
の
発
展
に
顕
著
な
功
績
を
挙

げ
た
ほ
か
、
三
十
九
年
間
白
石
市

農
業
協
同
組
合
理
事
長
を
は
じ
め

地
域
農
業
団
体
の
役
員
と
し
て
指

導
の
任
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
宮
城
県
畜
産
農
業
協
同

組
合
連
合
会
理
事
、
自
石
土
地
改

良
区
理
事
長
と
し
て
幅
広
く
活
躍

し
て
い
ま
す
。
（
南
寺
前
二
十
九
）

毒
、

藍

　
ー

　甘1’

　7t
　櫓
　惣
　　高馨

　
小
原
出
身
で
あ
る
氏
は
、
昭
和

三
十
七
年
七
月
に
県
の
誘
致
工
場

　
　
　
　
　
橋
　
　
勉
氏

　
　
　
　
　
　
　
（
産
業
功
労
）

と
し
て
高
橋
縫
装
工
業
㈱
を
設
立
。

以
来
代
表
取
締
役
に
就
任
い
た
し
、

現
在
は
、
ラ
ブ
ロ
ン
㈱
の
代
表
取

締
役
も
併
任
い
た
す
か
た
わ
ら
日

本
装
粧
組
合
連
合
会
並
び
に
日
本

衣
料
産
業
研
究
会
議
の
常
任
理
事

を
勤
め
て
い
ま
す
。

（
台
東
区
浅
草
橋
四
－
十
九
ー
七
）

還付のための

　　醗黛申告

一
月
十
六
日
よ
り
前
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
け
付
け
て
い
ま
す

，
叢
＝
」
」
コ
γ
こ
「
、
＝
い
ゴ
ー
7

　
　
　
＝
一
〔
τ
、

鉦
凶
ぱ

　
F

i
　
　
「
7

ま
口
』

、
ゴ
」
－
、
ー
　
ポ
L
「
　
‡
　
．

　　　　　　　　レ＿、　一

甘㌧ら凶♪

額
控
除
と
し
て
一
万
七
千
円
が
所
得

税
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
定
額
控
除
を
受
け
る
こ
と

の
で
き
る
人
が
．
民
間
金
融
機
関
等

か
ら
返
済
期
間
十
年
以
上
の
住
宅
ロ

ー
ン
の
融
資
を
受
け
て
い
る
場
合
、

｝
年
間
の
返
済
額
に
応
じ
て
最
高
三

万
円
が
所
得
税
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま

す
。

　
住
宅
取
得
控
除
は
、
居
住
し
た
年

か
ら
三
年
間
に
わ
た
り
受
け
ら
れ
ま

す
が
、
居
住
し
た
最
初
の
年
に
確
定
・

申
告
を
す
れ
ば
、
二
年
目
、
三
年
目

は
年
末
調
整
で
控
除
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

『
爆
外
の
十ヨ
再笏

殉
、
ラ
リ
ー
マ
あ
方
で
．
罎
定
蘭
憲

税
金
か
還
付
．
さ
れ
る
場
禽

一
り
ザ
、

　
〈
雑
損
控
除
〉
　
災
害
や
盗
難
に

遭
い
、
住
宅
や
家
財
に
損
害
を
受
け
、

そ
の
損
害
額
が
年
間
所
得
の
一
〇
％

親篇署

二
早
杳

　
前
㍗
も

養
芽
芸
ま

〃◎1◎〃

を
超
え
た
と
き
、
そ
の
超
え
た
金
額

が
所
得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
雑
損
控
除
の
対
象
と
な
る

沼
し

碗
｛
套

篭
嘱

損
害
額
の
な
か
に
は
、
災
害
に
直
接

関
連
し
て
支
出
し
た
費
用
（
災
害
関

連
支
出
ー
例
え
ば
豪
雪
か
ら
家
を

守
る
た
め
に
雪
お
ろ
し
を
し
た
費
用

ー
）
が
、
含
ま
れ
ま
す
。
こ
の
災

害
関
連
支
出
に
つ
い
て
は
、
原
則
と

し
て
五
万
円
を
超
え
る
部
分
の
金
額

が
所
得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

　
〈
医
療
費
控
除
〉
　
本
人
や
家
族

の
方
が
病
気
や
ケ
ガ
を
し
て
、
そ
の

た
め
に
支
払
っ
た
医
療
費
が
五
万
円

ま
た
は
年
間
所
得
の
五
％
の
ど
ち
ら

か
低
い
方
の
額
を
超
え
た
場
合
、
そ

の
超
え
た
部
分
の
金
額
が
所
得
金
額

か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。
医
康
費
控
除

の
最
高
限
度
額
は
二
百
万
円
で
す
。

た
だ
し
、
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ

た
金
額
は
除
き
ま
す
。

　
〈
住
宅
取
得
控
除
〉
　
マ
イ
ホ
ー

ム
を
新
築
し
た
り
、
購
入
し
た
場
合
、

一
定
の
要
件
に
あ
て
は
ま
れ
ば
、
定

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
以
外
の
方
で
税
金

の
還
付
が
受
け
ら
れ
る
の
は
次
の
よ
，

う
な
方
で
す
。

①
原
稿
料
や
利
子
、
配
当
な
ど
の
収

　
入
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
含
め
た
全

　
体
の
所
得
が
あ
ま
り
多
く
な
い
た

　
め
、
原
稿
料
な
ど
の
源
泉
徴
収
税

　
額
が
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
る
人

②
予
定
納
税
を
し
て
い
た
が
、
休
業

　
や
廃
業
な
ど
で
所
得
が
前
よ
り
大

　
幅
に
減
っ
た
人

　
　
　
◇
　
　
　
　
◇

　
こ
の
よ
う
に
、
税
金
の
還
付
が
受

け
ら
れ
る
控
除
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
。

　
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
領
収

書
や
証
明
書
な
ど
一
定
の
書
類
を
申

告
書
に
添
付
し
た
り
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
方
の
場
合
は
、
こ
の
ほ
か
に
給

与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
に
は

簡
単
な
申
告
用
紙
が
用
意
し
て
あ
り

ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
ご
自
分
で

お
書
き
く
だ
さ
い
。

　
控
除
や
確
定
申
告
に
つ
い
て
分
か

ら
な
い
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
近

く
の
税
務
署
や
税
務
相
談
室
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

　
確
定
申
告
期
限
が
間
近
に
な
り
ま

す
と
税
務
署
は
込
み
合
い
ま
す
の
で
、

な
る
べ
く
早
め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

爵
｝
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，
松

叢
韓羅差聡

掘

結
果
謬

全
国
的
に
も
珍
ら
し
い

　
　
　
　
　
　
押
型
文
土
器
出
土

歓麟脳
嚇妊
嘱臨乱

、鼻』　 樋

帝’

い

鷺

繍

懸騨

矯蹄、

、
舜
・

、
騨

蝉
・

｝
、
艸

　
　
〉
発
掘
調
査
さ
れ
た
松
田
遺
跡

暴
霧
響
譲
醸
所
躍
、

　
　
　
讐
　
　
　
署
－
・

灘
f

“
無
鑑
灘
．
灘
磯
鍵
　
渥
灘
欝

．
隔
犠
』
縫
凹
．
拶
慌
零
磁
羅
燃
・

訟
羅
羅
欝
態
灘

，
・
醒

▲発掘された住居跡

松田遺跡と同種の押 　
自
石
市
深
谷
の
松
田

遺
跡
か
ら
、
遺
構
と
し

て
は
全
国
的
に
み
て
も

発
晃
例
の
少
な
い
縄
文

早
期
前
葉
（
約
八
千
年

前
）
の
竪
穴
住
居
跡
二

つ
が
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
住
居
跡
な

ど
か
ら
学
問
的
に
未
知

の
分
野
で
あ
る
押
型
文

土
器
が
百
片
以
上
見
つ

か
り
ま
し
た
。
一
遺
跡

か
ら
見
つ
か
る
押
型
文

土
器
は
普
通
、
せ
い
ぜ

い
二
十
片
程
度
で
、
こ

れ
ほ
ど
大
量
に
出
土
し

た
例
は
全
国
で
も
少
な

坪
馬
唖
己
☆
班
締

襲器
鍵
　
嚢
儲

謹
ー
蔚

文
保
醸

型
ー
灘

　
土
バ
　
　
　
　
議
欝

、
窮
き

く
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
松
田
遺
跡
は
、
深
谷
小
学
校
の
南

方
約
百
メ
ー
ト
ル
に
あ
り
、
東
北
縦

貫
道
関
係
遺
跡
と
し
て
昭
和
四
十
六

年
に
発
掘
さ
れ
、
住
居
跡
一
件
が
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
調
査
は
、
仙
南
仙
塩
広
域

水
道
の
送
水
管
埋
設
工
事
の
た
め
、

県
教
育
委
員
会
が
四
月
七
日
か
ら
五

月
い
っ
ぱ
い
ま
で
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
一
千
百
平
方
メ
ー

ト
ル
を
発
掘
、
縄
文
早
期
前
葉
の
楕

円
形
住
居
跡
（
直
径
四
メ
ー
ト
ル
）

　
す
み
ま
る
ほ
う
け
い

と
隅
丸
方
形
住
居
跡
（
長
さ
三
・
五

メ
ー
ト
ル
）
の
二
軒
が
ほ
ぼ
完
全
な

形
で
姿
を
現
わ
し
ま
し
た
。
惰
円
形

住
居
跡
か
ら
は
押
型
文
土
器
五
十
点

を
含
む
縄
文
土
器

百
三
十
点
や
凹
石

な
ど
が
出
土
し
、

南
方
へ
約
四
十
メ

ー
ト
ル
離
れ
た
隅

丸
方
形
住
居
跡
か

ら
も
押
型
文
土
器

や
火
を
使
っ
た
ら

し
い
跡
が
見
つ
か

り
ま
し
た
。

　
押
型
文
土
器
と

は
、
四
セ
ン
チ
内

外
の
丸
棒
に
刻
み
目
を
入
れ
て
土
器

に
押
し
つ
け
、
横
に
回
転
さ
せ
て
で

き
る
文
様
の
土
器
で
、
重
層
山
形

文
、
菱
形
文
、
格
目
文
、
平
行
文
な

ど
多
様
な
文
様
を
描
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
土
器
を
作
る
土
の
中
に
繊
維

を
入
れ
た
り
、
土
自
体
を
厳
選
し
て
、

調
整
土
を
混
ぜ
た
り
し
て
焼
き
を
良

く
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
土
器
の
特
徴
は
、
一
部
の
も

　
　
　
　
　
　
ま
る
モ
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
て
い

の
を
の
ぞ
い
て
丸
底
、
ま
た
は
尖
底

で
あ
る
こ
と
で
す
。
底
の
尖
っ
た
土

器
な
ど
現
在
の
私
た
ち
の
生
活
か
ら

み
る
と
不
思
議
で
な
り
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
を
土
中
に
突
き
立
て
た
り
、
石

で
囲
ん
だ
り
し
て
安
定
さ
せ
、
囲
り

か
ら
火
を
焚
い
た
よ
う
で
す
。
こ
の

ほ
う
が
平
ら
な
底
の
土
器
よ
り
、
は

る
か
に
熱
効
率
が
高
い
わ
け
で
す
。

　
押
型
文
土
器
を
使
っ
て
い
た
人
々

は
、
狩
猟
を
生
活
の
糧
と
し
て
い
た

よ
う
で
す
。
当
時
の
人
骨
を
調
べ
て

み
る
と
、
乳
幼
児
か
ら
成
人
に
達
っ

す
る
ま
で
数
回
の
極
度
の
飢
餓
状
態

に
よ
る
栄
養
失
調
が
繰
り
返
さ
れ
た

よ
う
で
、
そ
の
歯
は
常
に
堅
い
粗
雑

な
食
物
を
か
ん
で
い
た
り
、
歯
を
道

具
と
し
て
堅
い
も
の
を
か
み
切
っ
た

り
、
砕
い
た
り
し
た
た
め
に
ひ
ど
く

す
り
へ
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

こ
の
松
田
遺
跡
の
調
査
発
掘
に
よ
り
、

今
後
押
型
文
土
器
の
解
明
が
大
き
く

前
進
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

なみ

のん

図

書

館

み
ち
の
く
の
人
形
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
深
沢

活
か
す
人
事
こ
ろ
す
人
事

　
　
　
　
　
　
　
阿
部

正
倉
院
へ
の
道

空
想
紀
行

漢
字
の
話
　
V
1
・

父
母
の
暦

翼
あ
る
も
の

上

　
松
本

　
山
本

V
2

　
藤
堂

　
小
泉

・
下

　
栗
本

　
田
中

七
郎

七清
平張実

タ明
工保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薫

風
葬
の
街
　
　
　
　
　
　
　
光
二

高
血
圧
と
う
ま
く
つ
き
あ
う
法

　
　
　
　
　
　
　
山
岡
　
三
郎

慰
謝
料
の
値
段
表

　
　
　
　
　
　
　
一
橋
弁
護
士
会

う
す
味
の
料
理
　
　
　
本
谷
　
滋
子

大
戦
下
の
欧
州
留
学
生
活

　
　
　
　
　
　
　
桑
木
　
　
務

父
と
呼
べ
　
　
　
　
　
藤
沢
　
周
平

ダ
ル
マ
　
　
　
　
　
柳
田
　
聖
山

み
そ
汁
礼
讃
　
　
　
　
楠
本
　
憲
吉

朝
日
コ
ス
モ
ス
　
　
一
九
八
二
年
版

　
　
　
　
　
　
　
朝
日
　
新
聞

日
本
は
資
本
主
義
で
は
な
い

　
　
　
　
　
　
　
西
山
　
忠
範

暗
黒
天
使
　
　
　
　
　
勝
田
　
　
梓

　
〈
子
ど
も
の
本
〉

水
木
し
げ
る
の
お
ば
け
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
プ
ラ
社

こ
と
ば
あ
そ
び
う
た

　
　
　
　
　
　
　
谷
川
俊
太
郎

8

，
｝
か
し
こ
い消

費
者

　　静遍規、謬
度賃lP冠・

角添ヂ．

飾圏静

心，よ

すレ

　
わ
た
し
た
ち
の
食
生
活
は
、
最
近
、

非
常
に
よ
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
は

い
う
も
の
の
、
各
家
庭
や
個
人
単
位

で
み
る
と
、
ま
だ
ま
だ
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
な
面
が
あ
り
ま
す
。

　
な
か
で
も
、
米
、
菓
子
や
菓
子
パ

ン
、
ジ
ュ
ー
ス
、
サ
イ
ダ
ー
な
ど
糖

質
を
多
く
含
む
食
品
を
、
片
寄
っ
て

味
自
慢

淑子さん
　（小原）

た
く
さ
ん
食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
す
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
こ
と
に
若
い
女
性
の
場
合

“
太
る
か
ら
”
と
朝
食
を
抜
き
、
そ

の
分
、
間
食
が
多
く
な
っ
た
り
“
ど

か
食
P
を
し
て
、
そ
れ
に
慢
性
的

な
運
動
不
足
が
加
わ
っ
て
、
し
だ
い

し
だ
い
に
肥
満
傾
向
に
な
る
と
い
う

パ
タ
ー
ン
が
目
立
ち
ま
す
。

　
肥
満
は
、
健
康
に
い
ろ
い
ろ
な
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
例
え
ば
、
成
人

病
。
つ
ま
り
、
糖
尿
病
や
心
臓
病
、

脳
卒
中
な
ど
を
引
き
起
こ
す
原
因
に

な
る
の
で
す
。

　
太
り
過
ぎ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る

方
は
、
ま
ず
、
毎
回
の
食
事
は
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
て
腹
八
分
目
に
す
る
こ

と
で
す
。
さ
ら
に
、
朝
食
を
簡
単
に

す
る
一
方
で
、
夜
は
〃
ど
か
食
い
〃

毒

灘
軋
汝
無
・

伏見

　
　
　
　
　
　
　
五
　
　
　
目

　
　
【
材
料
】
　
（
四
人
分
）

タ
ラ
励
9
、
黒
ゴ
マ
少
々
、
小
麦
粉

ー
カ
ッ
プ
、
餅
8
切
、
白
菜
4
枚
、

セ
リ
ー
束
、
大
根
・
一
2
本
、
卵
2
個
、

た
れ
汁
〔
水
十
だ
し
の
素
5
カ
ッ
プ

塩
小
サ
ジ
2
杯
・
醤
油
大
サ
ジ
3
杯
〕

揚
げ
油
。

　
【
作
り
方
】

①
タ
ラ
は
3
・
㌧
位
の
そ
ぎ
切
り
に
し
、

　
天
ぷ
ら
衣
に
黒
ゴ
マ
を
少
し
加
え
、

　
こ
が
さ
な
い
よ
う
に
カ
ラ
ッ
ト
揚

　
げ
る
。

す
る
と
い
っ
た
不
規
則
な
食
べ
方
を

し
な
い
よ
う
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
菓
子
な
ど
甘
い
物
を
中
心

と
す
る
閲
食
は
控
え
目
に
し
、
一
方

で
は
、
脂
肪
の
少
な
い
肉
や
魚
、
豆

腐
・
納
豆
な
ど
の
大
豆
製
品
、
新
鮮

な
野
菜
、
果
物
、
海
草
な
ど
を
十
分

に
と
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
同
時
に
、

簡
単
に
で
き
る
〃
な
わ
と
び
〃
や
ヶ
体

操
”
な
ど
、
適
度
な
運
動
を
生
活
の

中
に
取
り
入
れ
る
こ
と
も
、
肥
満
防

止
の
た
め
に
忘
れ
て
な
ら
な
い
こ
と

で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

鍋
②
餅
も
同
様
に
油
で
カ
ラ
ッ
と
揚
げ

　
る
。

③
自
菜
・
セ
リ
を
前
も
っ
て
ゆ
で
て

　
お
き
、
セ
リ
を
中
心
に
し
て
白
菜

　
で
包
み
、
4
七
万
の
長
さ
に
切
る
。

④
ネ
ギ
は
斜
切
り
、
大
根
は
皮
を
む

　
い
て
、
す
り
お
ろ
し
ま
す
。

⑤
土
鍋
に
た
れ
汁
を
入
れ
、
サ
ッ
と

　
煮
た
て
ま
す
。

⑥
少
し
煮
た
っ
た
と
こ
ろ
で
、
卵
を

　
ほ
ぐ
し
、
流
し
入
れ
火
を
止
め
ま

　
す
。

調査日：昭和56年12月1日　白石市

　　　　篇　　　　考

上昇品目：灯油、砂糖、小麦粉、マ

　ーガリン　（4品目）

下降品目：しょう油、バター（2品

　目）

毛黄ばい品目：ラーメン、カレーライ

　ス、ラップ、ティッシュペーパー、

　理髪料、パーマネント料、プロパ

　ンガス、天ぷら油、食パン（±1
　円も含む）　（9品目》

（寸評）：市内の灯油価格も1，600円

　台となり、県平均となった為に、

　対前月価格比で35円の増加となっ

　たものです。他は安定した推移で

　す。

消費生活モニター調査結果
対前月価格比

　　　　％

103．1

99．1

100．1

101．8

100．7

98．8

　　F1
　9

△5

　1

　4

　1

△4

102，96

平均値
　　　　　円

　　294

　　553

　　569

　　216

　　141

　　354

　　　67

　　212

　　400

　　200

最低値

　　　　　円

　　268

　　528

　　550

　　185

　　120

　　338

　　　62

　　188

　　400

　　148

最高値

　　　　円
　　315

　　580

　　580

　　250

　　160

　　380

　　　70

102．135

　　144

1，271

4，916

2，595

1．642

　　125

1，200

4，500

2，550

1．600

　　280

　　400

　　230

　　180

1，300

6，000

2，650

1．650

　銘柄・規格
上　白　糖　　　lkg

本醸造上級〔ぎ肇乳蕎l

l，6509　（1．86）

薄力粉一等級　lkg

並　　食　　1　斤

カルトン入　　225g

J　AS中華めん　1ケ

ソフト225gカルトン入

並　　　一　　　皿

幅30cm・長さ20m1巻

400枚（200組）紙箱入り

小学生調髪（洗髪含）1回

コールド
（ショートカ／ト、セソト含

　　　　5㎡

18召　　（配達料込）

　品　 名

1．砂　 糖

2．しょう油

3．天ぷら油

4．小麦粉粉

5．食パンン

6．バター一
7．即席ラーメン

8。マーガリン

9．カレーライス

10．ラ　ッ　プ

11．ティシュペーパー

12．理髪料
13．パーマネント料

14．プロノマンガス

15．灯　 油

9



　
　
　
　
　
㊥

一
文
天
狗
旗
に

　
　
魅
せ
ら
れ
て

一
市
…
∴
民
…

賄
登
濡
，
り
濃
場
ハ

正
月
の
空
に
気
持
ち
よ
く
舞
い
揚
が
っ
て
い
る

凧
。
凧
は
正
月
を
代
表
す
る
風
物
詩
で
す
。
昔
か

ら
、
男
子
誕
生
を
祝
っ
た
り
、
災
難
よ
け
な
ど
と

し
て
縁
起
の
よ
い
も
の
と
さ
れ
、
各
地
に
い
ろ
い

ろ
な
凧
が
あ
り
ま
す
。

割
躯

　舞
轟澗

墾
蒐！

職
”

ス’

無2

　
、
．

～
態噛

、

針
丁

木
村
繁
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ち
も
ん
て
ん
　
　
は
た

　
そ
の
凧
の
元
祖
と
も
い
う
べ
き
一
文
天
狗
旗
に

魅
せ
ら
れ
、
仲
間
と
共
に
復
元
、
普
及
に
努
め
て

い
る
木
村
繁
さ
ん
”
鎌
先
温
泉
H
。

　
凧
と
の
出
合
い
は
八
年
前
、
浮
世
絵
の
関
係
で

凧
の
図
柄
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
の
が
き
っ
か
け

と
か
。
い
ま
、
外
国
の
凧
な
ど
約
二
百
点
余
を
持

っ
て
い
る
と
い
う
。

　
一
文
天
狗
旗
は
、
二
本
の
竹
ユ
ゴ
を
交
差
さ
せ

た
も
の
に
図
柄
を
書
い
た
和
紙
を
張
っ
た
だ
け
の

　
　
　
　
簡
単
な
も
の
だ
が
、
数
年
前
ま
で
は
そ

　
　
　
　
の
存
在
が
珍
ら
し
く
ま
ぼ
ろ
し
の
凧
と

　
　
　
　
言
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、

　
　
　
　
文
献
な
ど
を
た
よ
り
に
仲
間
と
共
に
復

　
　
　
　
元
。
六
年
前
に
は
、
日
本
を
代
表
す
る

　
　
　
　
玩
具
と
し
て
西
独
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
国
立
工

　
　
　
　
芸
美
術
館
に
展
示
永
久
保
存
さ
れ
る
ま

　
　
　
脚
で
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
「
紙
と
竹
だ
け
で
作
っ
た
も
の
が
、

　
　
　
　
一
本
の
細
い
糸
で
大
空
高
く
舞
い
揚
が

　
　
　
　
る
。
何
か
大
空
と
対
話
し
て
い
る
よ
、
つ

　
　
　
　
な
気
持
ち
に
誘
わ
れ
ま
す
ね
」
と
話
し

　
　
　
　
て
く
れ
ま
す
。

驚
争
発
響
暫
．
翌
藝
き
舞
葛
奄
、
§
亀
喜
き
き
」

騨『喝騨■・・棚画 r日鵬国］ 噸騨隔 “
1節陰”・嗣函コ・～

［U即 剛曲 叫脚噺劔陣恥■ 酬陣噸隅p・岬囮晦・』 コ脚岡 l一砂・ 祀 幽噸皿降・㎎騨陶磁幽一圃」 胆ヨ隔』酔噸幽 幽・畷岬脳咽ゆ 剛 勲・団阿断ひ噺脚隔副脚欄鯉呵凹酬囲園日■・噸ゆ国・・ 1脚防・肉幽降畷ゆ咄幽‘ ，司鯉 咽⑳臨耐畔 罰・［ゆ目幽 岨圃陣

旧
斎
川
村
は
上
斎
川
・
中
斎
川
　
が
斎
川
の
両
岸
に
山
ゆ
り
が
咲
き

か
の
　
ニ

・
鹿
子
の
三
部
落
か
ら
成
り
立
つ
。
乱
れ
て
い
る
の
を
見
て
山
ゆ
り
の

　
斎
川
の
名
の
起
り
は
坂
上
田
村

麻
呂
が
蝦
夷
征
伐
で
こ
の
地
を
通

っ
た
時
、
鬼
形
の
者
を
退
治
す
る

た
め
こ
の
地
を
流
れ
る
川
で
斎
戒

沐
浴
（
水
を
浴
び
身
心
を
清
め
る
）

し
た
の
で
、
こ
の
地
を
斎
川
と
呼

ん
だ
と
古
く
か
ら

伝
え
て
い
る
。
だ

カ
　
こ
の
話
は
ど

こ
に
も
よ
く
あ
る

地
名
の
起
り
を
説

明
す
る
物
語
に
過

ぎ
な
い
。
斎
川
の

さ
い
は
一
つ
の
意

味
は
塞
あ
る
い
は

柵
で
境
界
の
と
り

で
の
こ
と
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
さ
い

ま
た
は
さ
や
で
、

日
本
の
古
語
で
山

ゆ
り
の
こ
と
で
あ

レコ

川
と
呼
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
鹿
子
地
区
に
鹿
子
舘
と
い
う
古

　
た
て
あ
と

い
舘
祉
が
あ
る
。
江
戸
時
代
の
書

　
　
か
の
こ
　
だ
　
ラ
　
え
　
も
ん

物
に
鹿
子
田
右
工
門
と
い
う
武
将

が
こ
こ
に
い
た
の
で
こ
の
地
域
を

鹿
子
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
し

　
　
　
　
　
　
て
い
る
。
右
工
門

　
　
　
　
　
　
は
伊
達
政
宗
に
最

地名アレ

　　⑨

る
。
斎
川
の
名
の
起
り
は
「
境
の

川
」
か
「
山
ゆ
り
の
川
」
と
い
う

意
昧
の
ど
ち
ら
か
で
あ
ろ
う
。
越

河
・
斎
川
の
地
域
は
奈
良
時
代
に

お
か
れ
た
刈
田
郡
の
南
境
に
あ
た

る
か
ら
斎
川
を
郡
界
の
川
と
解
し

て
も
お
か
し
く
な
い
。
ま
た
伊
達

郡
の
平
担
地
を
旅
し
て
き
た
人
々

斎川と鹿子
こ
の
人
の
祖
先
は
安
達
郡
本
宮
の

鹿
子
館
と
い
・

か
ら
斎
川
鹿
子
館
に
居
た
話
も
事

実
か
も
知
れ
な
い
。

　
か
の
　
ニ
　
ぱ
た
け

は
鹿
子
畑
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　　て欲しい“
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国民年金
　　〕刻1右・、た七ン電序三卜、プ1，

　　　　　　　ノ瑚入一モ1　べ～

　20歳になられた方、ご成人おめ

でとうございます。ところで、国

民年金制度をご存知ですか。

　国民年金は、日本国内に住む20

歳から59歳までの人で、他の公的

年金制度（厚生年金、共済組合な

ど）に加入していない方が加入す

る年金制度です。

　国民年金には、老後の生活保障

としての老齢年金のほかに、病気

や事故で障害者になったり、一家

の働き手を失ったときなどに受け

られる陣害年金、母子年金、準母

子年金、遺児年金などがあります。

　若いうちは、老後のことなどあ

まり考えられないかもしれません

が、老後は確実にやってきます。

　収入面の不安のない老後を過ご

すためにも、国民年金に加入して

ください。保険料は定額で、1ヶ

月4，500円です。

　会社に勤めたりなどして国民年

金をやめても、将来、年金を受け

るときに、加入期間をつなぎあわ

せて一定期間以上あれば年金が受

けられますので、掛け拾てにはな

りません。

　加入手続きは簡単です。20歳に

なったら印鑑をお持ちのうえ、年

金窓口（市役所市民課国民年金係

または各出張所・分室）においで

ください。

農業基本調査
1　　　　　　　　　　　1
　　にご協力を！，／

　昭和57年2月1日を調査期日と

して、宮城県農業基本調査が県下

一斉に行われます。

　この調査は昭和26年以来毎年実

施されているもので、県内の農業

に関する最も基本的かつ総合的な

統計調査です。

　調査は全ての農家と農家以外の

農業を営む事業所を対象として行

われます。っきましては来る2月

1日より調査員が該当世帯に調査

票への記入方をお願いするため訪

問いたしますので、ご協力をお願

い申し上げます。

！「「林業従事者に対する

　　　　　　　　　　　　　　き
、振動障害対策巡回指導ノ

　市では、林業従事者の振動障害

を未然に防止するため、振動機械

（チェーンソー等）を使用して働

いている方々に対し振動障害予防

のための措置や健康管理などにつ

いて巡回指導を行っています。

　立木の伐採、木炭、薪、椎茸ほ

だ木の生産の時期でもありますの

で、お気軽にご相談（ださい。

　くわしいことは、農林課林務係

（内線223）まで．どうぞ。

レ巡回指導員　佐藤務　福岡大網

　　　　　　暦5－8183

納税証明
を取るときは

　最近、納税証明などの請求が非

常に多くなっております。納税証

明、課税証明は納税者の財産上に

担保権を設定する場合とか、法令

により国または地方公共団体に提

出する場合に納税者の資力、信用

力を直接または間接に表示する有

力な資料として利用されておひ）ま

す。

　たとえば、固定資産に関する証

明、軽自動車所有、納税に関する

証明とがあり、そのいずれも請求

する方（納税義務者本入〉に関す

るものに限られており、同一家族

の方でも交付・申請はできないこ

とになっております。しかし、委

任を受けた第三者に納税義務者本

人の委任状（200円の収入印紙添

付のこと）があれば、証明を受け

ることができます。

　納税証明の交付のときに領収書

を持参しますと、交付が早くなり

ますので領収書はお忘れなくご持

参ください。

　くわしいことは、税務課納税係

（内線144）までどうぞ。

ピ地籍図・地籍簿’，
1
・
の
　 閲　覧、1

　昭和55年度に実施いたしました

地籍調査（小原一下戸沢地域）の

図面・台帳ができましたので関係

者に閲覧いたします。土地問題で

後日紛争のないように、この際閲

覧をし自分の土地を確認しておき

ましょう。

レ期間　1月11～30日の20日間、

　毎日9時～！6時（ただし、日曜

　祝日は除き、土曜日は11時30分

　までです。）

〉場所　自石市役所小原出張所

　なお、閲覧の際は必ず印鑑を持

　参してください。

建築相談所・、
！の　開　設1
　建築に関することで悩んでいる

方、お気軽にご利用ください。

〉日時　1月19日（火）10時～16時

レ会場　市役所第2会議室（2F）

〉相談料　無料

〉主催　宮城県建築設計事務所協

　　　　会

だ一一　’“一 』’－一『｝㎜一］一’＼＼

（里難講講）
　＼㌔．．＿＿　　　＿『＿ゴ
　国道113号線白石市小原地内（小

原温泉より自石方面に向かって1

km地点）において、道路改修

工事のため昨年11月より今年！2

月末まで昼夜片側交互通行になり

ます。なお、1月中旬より2月中

旬まで約1ヵ月間は夜間11時より

翌朝5時30分まで夜間全面通行止

になります。工事期間中はたいへ

んご不便をお掛けいたしますが、

ご協力をお願いいたします。

1宮交小下倉線バス

路線廃止のお知らせ

　地域住民の皆さまから昭和33’

1年以来親しまれてきた小下倉線1

　（第1小学校裏～小下倉間）は・

ニマイカーの普及などにより年々i

㍉乗客数が減り、ついに路線維持・

iが困難となり昭和56年11月28日

より路線廃止致しました。永い、

1間ご愛顧をいただき心から感謝l
i申し上げます。

　　　　一宮城交通株式会社一1

燈し・

閣凧つくり講習会

o

凧の手作り講習会を開きます。

ふるってご参加ください。

＞日時　1月24日（日）午前9時から。

レ会場　中央公民館

〉参加対象　小学生。

〉会費　1人100円（材料代）

＞申込み　1月22日（金）まで会費を

　添えて申し込んでください。

　なお、当日は鉛筆・絵の具・タ

レヨン等を持参してください。

Z　　　　　　　　　　　l
l国道113号線時間l
l　　　　　　　　　　　l

l　通行規制　l
l七ヶ宿ダム建設工事にともi

lなう発破作業のため国道113　1
1　　　　　　　　　　　ZZ号線七ヶ宿町字橋場（材木岩）l

l附近は、下記時刻のとおり毎1
≧　　　　　　　　　　　Z
l15分問全面通行止となります。l
lう回路がありませんので通雇

1止時刻を避けるか、待ち時間l
Z　　　　　　　　　　　　llを考慮するなどのご協力をおz

l願いします。　　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　Z
l　期　昭和56年12月1日から　1

　間　昭和58年8月31日まで

昼
間

夜
間

6時00分～q時15分
12時10分～12時25分

19時05分～19時20分

24時00分～0時15分
L配＿F＿～NfN’～一N’＿’　，～＿『N『N’～才

《年末年始業務日程》
　市役所の年末年始の一般事務は

12月29日から翌年1月3日まで休

みとなります。ただし、一部の事

務は次の日程により事務の取り扱

いをいたしますが、できるだけ28

日の午前中に用事を済まされるよ

う、ご協力ください。

　粥民課窓麟　ドll加鵠

　山王届、死亡届は年末年始でも

　受付けいたします。

　会計課窓口・七十七銀行市役所

　出張所　肖i』、ll＝」

　税金、手数料の収納事務

　29日、30日8：30～17：00平常
　31日　　　　8：30～12：00半日

　水道事業所　㍉1・・，1

　年末年始の休み期間中、ヒ［直を

配置して、午前8時30分から午後

5時まで水道業務にあたります。

水道の故障は早めにご連絡くださ

いo

　市立図書館　豊・　！，・国

　12月27日から翌年1月4日まで

　休館いたします。

衛生センター容閣

ゴミ

27日　月曜日コース

28日　火曜日コース

29日　水曜日コース

1

翌年1月4日から平常収集

し尿

受付けは56年内分いっぱいにな

り次第〆切り12月29日まで行い

ます。

・
三
な
立 メq田幕宗合デ声雪院　奮 、　　＿員㍉

年末年始の診療日

12月28日（月）午前診療・午後休診

　　29日（火）休診

　　30日（水）f木言今

　　31日（木）午前診療・午後休診

1月1日、㈹休診日（外科当番医）

　　2日（土）休診

　　3日（日）f木言今

　　4日（月）午前診療・午後休診

ノ2
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［瀞　　 麟
　　評’

　　　　．」、想

　会貝たちが所蔵している古美術

品や古民芸品などを一堂に集めた

チャリティーオークションがこの
ほど、市民会館で威勢よくおこな

われました。これは、白石美術保

存愛好会が会設立10周年を記念し

て開かれたものです。

　この日、せりにかけられたもの

は陶磁器やランプ、掛け軸など約

千二百点。売上金は市社会福祉協

議会などに福祉事業費として寄附
されました。

轟，転＿麟慰繍
　去る12月8日、酪年度春秋に叙
勲、褒章を受けられた7名の方の
祝賀会が、市民会館大ホールで多
数の市民参加のもと開かれました。

　地方自治や産業功労、郵政事業

などそれぞれに地域の発展に大き

な足跡を残した受章者に心からお

祝を申し上げ、今後のご活躍とご
健康をお祈りいたします。

成人式にご参加

　　ください1
　市では、今年成人を迎える方

のために、1月15日（金）午前10時

から中央公民館（寺屋敷前25－

6）で成人式を行います。

〉当日は、案内状のハガキをご

　持参ください。

　なお、当日の服装は簡素な服

　装で、ご来場願います。

　くわしくは、中央公民館（費

6－2453）までどうぞ。

休日急患当番医
月　日

1／1

2

3
10

15

17

24

31

内 斗禾

広瀬医院（5）0238
三7甫クリニック　〔5）6854

筥医院（5）2410
加藤（司）医院（5）2001

引地医院（512036

柿崎医院（5）2210

亘理医院／5）8501

大沼医院（5）2502

トタ 科

刈田病院（5）2145

朝倉病院（5｝210亙

銭谷医院（5）2010

刈田病院15）2145

宮城病院（5）2062
加藤（大）医院（5）4701

刈田病院（5）2145

堤医院（5）1181
※都合により変更になる場合もあります。

談
相談区分

人権擁護

相　　　談

行政相談

生活相談

社会保険

相　　談

者齢山
・
同

職業紹介

『税1務ホ目言炎

消費生活

相　　談

補聴器
巡　　　回

サービス

相談日

18

18

18・25

13

5・19

18

18

毎週水・木
　　金

リオン

　14・28
ニホン　22

トリオ　12

時　間

10：00～

　15：00

10：00～

　15：QO

10：00～

　15：00

10100～

　12：00

9：30～

　15：00

10：00～

　14：00

10：00～

　16：00

10：00～

　15：00
勺：00～

　16：00

13100～

　14：00
10：00～

　12：00
11：00～

　12：00

場　　所

所役市石自

2階相談室

全　　　上

2階相談室

3階相談室

白石市役所

3階相談室

自石市役所

白石市役所

1　　階
市民相談室

白石市役所

1階消費
生活相談室

白石市役所

内　　　容

結婚、離婚、遺産相
続、借地借家、雇傭、

差別待遇問題等

国や県、市など役所
の行う仕事について
困っていることや希
望等

市民の日常の生活上

の困りごと

健康保険、船員保険、

厚生年金など

60歳以上の方の職業

斡旋

税金などに関するこ

と

買物苦情、消費生活

一般

補聴器の修理、調整

など

※無料法律相談一1月は休みます。

ノ4


